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Ⅰ　研究の目的と方法
　本研究の目的は，主権者教育としての世界史教
育内容開発研究の一環として，「近代市民」概念
の形成を子どもたちに育成する授業開発を行うこ
とである。
　主権者教育は，有権者のための教育として展開
されるべきものである。18歳選挙権が導入されて
以降，高校生にも選挙権が付与されることとなっ
たことから，高校生に対して，主権者としての資
質・能力を育成していかなければならない。梅津
正美は，主権者教育を広義と狭義の概念に分けて
捉えている。広義の概念は，主権者教育＝市民
（のための）教育として理解し，その目標には社
会科教育の究極目標と同義の「市民的資質の育成」
をかかげる立場である。狭義の概念は，主権者教
育＝有権者（のための）教育と捉える立場である。 １）
本論文では，有権者育成の視点からの授業開発を
目的としていることから，狭義の立場に立った主
権者教育を提案する。
　従来の主権者教育は，主に公民科で果たされて
きた。特に，18歳選挙権が導入されて以降，主権
者教育の果たす役割は，より一層増してきた。小
玉重夫は，日本で18歳選挙権が導入される以前に，
日本の選挙権年齢を18歳に引き下げることの重要
性を唱え，「18歳までの教育に責任を負う公教育と
しての学校は，まさにそうした意味での政治的市
民の養成をこそ，ある意味での限定的な完成教育
として中心に担うことが求められている」と述べ
ている。 ２）「限定的な完成教育」とは，職業的な自
立を含む全人格的な完成教育ではなく，政治的な
市民の養成に限定されたものであるという意味で
ある。このような意味で，政治的な市民の養成と
は，まさに主権者教育の果たすべき役割であると
言える。主権者教育の特徴として，生徒の能動的
な活動を通じた意思決定学習が挙げられる。実際
の社会問題を取り上げて，生徒に意思決定させる
ことで，主権者としての意識を涵養し，将来的に，
政治的判断力を行使する主体としての市民を育成
することができる。しかし，それ以前に，自らが
意思決定を行う主体としての市民であるという認
識と意識の形成が必要である。市民概念の形成
は，生徒が意思決定学習を行うための下地となる
ものであり，主権者を育成する上で，達成されな
ければならない課題である。さらに，18歳選挙権
の導入に伴い，高校生にも選挙権が付与されるよ
うになったことを踏まえると，高校生において，
市民概念を形成することの意義は大きい。
　以上のような問題意識を基に，本研究では，以
下の方法をとる。第１に，主権者教育における歴
史教育の目標について論じ，なぜ「近代市民」概
念を形成する歴史授業が求められるのかを述べ
る。第２に，宗教改革によって現れた近代市民の
概念を定義する。「近代市民」概念を，その歴史
的起源と来歴を考察し解釈することにより明確に
する。第３に，「近代市民」概念の形成を目標と
した単元「「近代市民」の誕生」の授業開発を行
う。最後に，本研究の成果と課題を明らかにする。
Ⅱ　主権者教育における歴史教育の目標
　現代の日本においては，18歳に達した全ての
人々に選挙権が与えられ，主権者としての権利を
得ることができる。しかし，主権者としての権利
を得るということが主権者としての資質・能力，
つまり政治的判断力を育成されているということ
を表しているとは限らない。むしろ，教科書通り
の教育を受けてきただけでは，政治的判断力を備
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えた主権者は育成されない。そこで求められるも
のが，主権者教育である。
　主権者教育の目標の一つに，有権者が選挙に行
き，国家の代表者を適切に選ぶことができるよう
になることが挙げられる。これは，結果的に主権
者が，国家・社会の形成者として，政治的判断力
を行使することができるようになるということで
ある。現在の主権者教育を見てみると，西村公孝
が，小学校５年生～高校３年生までの公民意識調
査の中で「政治を学ぶことにより政治に不信感を
募らせ，政治に主体的に関わっていこうとする主
権者の意識と自覚が育っていない」ことを分析し
ている。 ３）そのため，現代の主権者教育の在り方
が，適切なものであるのかどうかは，再考されな
ければならない。
　また，民主政治の起源とも言える古代ギリシア
においては，成人男性市民が主権者となって，民
主政治が行われていた。現代の民主政治とは様々
な点で条件が異なるものの，話し合いによる政治
が行われているという点において，民主政治はこ
れまで支持されてきた。しかし，古代ギリシアの
時代と社会に即して言えば，政治の在り方として
民主政治を良いものとし，独裁政治（僭主政治）
を悪いものとして即断することはできない。 ４）時代
や場所，文化，国民性など様々な要因によって，
政治の在り方は異なってくる。そこで，歴史的事
象を捉える中で，主権者教育の在り方を再評価し
なければならない。ここに，歴史教育において主
権者教育を行う意義がある。
　主権者教育における歴史教育の目標は，歴史的
事象を取り上げる中で，過去と現在を比較して，
主権者教育の在り方を再評価し，現代の主権者教
育の充実を図ることである。具体的には，近代市
民の形成を取り上げることによって，その概念的
知識を身に付け，その上で，歴史上の価値判断の
分かれる事象について，意思決定を行い，政治的
判断力を育成することである。原田智仁は「あら
ゆる意思決定には必ず反対や異論があったはずで
あり，政策に関わる複数のパースペクティブや選
択肢の中から，なぜその意思決定がなされたのか，
私なら何を選択するのかを考えることを通して，
学習への参加意欲や政治的リテラシーが養われて
くる」と述べている。 ５）
　主権者の概念は，その時代や場所によって異
なっており，社会の変化に伴って変化してきたが，
歴史的に形成されてきた市民概念の来歴について
学習することで，現代を生きる市民（主権者）の
あるべき姿を捉え直すことができる。
Ⅲ　「近代市民」概念の定義
1　「近代市民」の誕生
　「近代市民」とは，16世紀のドイツ宗教改革を契
機に現れた，それまでの被支配階級としての人々
ではなく，自らが政治的判断力を行使する主体と
なって，市民としての自覚を持つようになった
人々である。政治的判断力とは，統治者（政府）
によって示された（下された）事象について吟味
をした上で，その事象に対して，自らの意見を持
ち，批判したり，賛同したりすることのできる能
力である。その能力は，市民に本来備わるべき能
力であり，同時に，統治者（政府）に対して行使
することのできる権利でもある。
　市民という用語は多義的であり，加野芳正は，
市民は「義務として社会の規範を守り，社会に適
応するという側面だけでなく，政治社会に積極的
に参加して社会を変革するという側面」を持って
いると述べている。 ６）このような意味で市民を捉え
た場合，宗教改革期に形成された市民は，まさに
「社会の変革者」であり，「近代市民」であった
と言える。その一方で，宗教改革によって現れた
市民は，市参事会（地方議会）に参加し，実際に
政治を行う主体となることができた市民であり，
それは限定的な市民であったと言わざるを得な
い。そのような意味で，多くの人々は「市民」と
はなり得なかった。本論文における「近代市民」
とは，政治的判断力を備え，社会を変革すること
ができるようになった一部の人々のことである
が，それは政治参加できるようになった市民であ
り，現在の主権者に通じている。
２　「近代市民」誕生の要因
　「近代市民」が宗教改革を契機として形成されて
きた背景には，３つの要因が考えられる。第１の
要因は，「言語の統一」である。第２の要因は，
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「教育環境の整備」である。第３の要因は，「経
済活動の発展」である。以上の３つの要因はつな
がりを持ったものであり，単独で「近代市民」概
念形成を促したものではない。
　第１の要因について，「近代市民」概念の形成
過程において，言語は特別な意味を持っている。
いつの時代であっても，人は言語を介して，お互
いの意思を伝え合う。同時に，言語の獲得は，自
らの所属意識を涵養するものであり，日本語が日
本人としての自覚を私たちに少なからず与えてい
ることからも明らかである。16世紀のドイツに
あっては，活版印刷術の発明によって，急速に言
語が統一された。山本義隆は「印刷術の発明は15
世紀なかばのことであり，中世末期にヨーロッパ
に伝えられた製紙技術の地盤上に書籍の印刷出版
は企業化され，15世紀末までのわずか半世紀のあ
いだに驚くほどの速さで西ヨーロッパ全域に広
がった」と述べている。 ７）
　第２の要因について，言語を習得するために
は，環境と機会が必要である。言語は教育を通じ
て身に付けられるものであり，言語教育の場とし
て学校は最も適している。現代の日本における初
等・中等教育の義務化をはじめ，多くの国で教育
の機会が保障されている。教育環境の整備と機会
の保障は，市民概念を形成するための基盤となる
ものである。
　第３の要因について，経済活動は，利益をもた
らすだけでなく，ヒト・モノ・カネが地域，また
は国を越えて移動し、グローバル化を進めた。グ
ローバル化の動きは，国境という枠を取り除き，
多くの人々の交流を可能にした。地域を超えた移
動は，経済活動によってもたらされた所産であり，
人的交流を深めるとともに，市民概念の形成に貢
献した。
　以上のように，「言語」，「教育」，「経済活動」
の３つの要因によって，「近代市民」概念が形成
された。この３つの要因を背景として，宗教改革
が「近代市民」誕生の起点となる出来事として位
置づけられた。
３　近代以前の市民概念
　宗教改革以前，先に定義した「政治的な判断力
を保持した市民」という意味での「市民」は形成
されていなかった。その一方で，世界史授業にお
いて，「市民」という用語は頻繁に登場し，それ
は時代や場所を限定していない。
　近代以前の市民に共通していることは，政治的
判断力を行使し得る社会の形成者となっていない
点である。「市民＝市民権の所有者」となってい
ることが，必ずしも「市民＝社会の形成者」を意
味しているわけではない。市民が社会の形成者と
なるためには，市民権の所有ではなく，能動的な
行動によって示されなければならない。市民とし
ての能動的な行動の典型的なものは，投票行動で
ある。投票によって国家の代表者を選択すること
は，政治に参画し，市民としての政治的判断力を
行使することである。
４　現代の市民への影響
　宗教改革を契機として誕生した市民は，社会の
形成者となっていた点で，現代の主権者教育で育
成されるべき市民を体現している。しかし，
R.W.スクリブナーが，宗教改革の受け入れに関
して「ある一つの都市全体が自らを制度化された
改革に託したとしても，そのすべての住民が同じ
熱意と動機をもっていたと想定することは間違い
であろう」と述べているように，宗教改革の影響
が全ての市民に広がったわけではない。 ８）宗教改革
を契機として現れた市民は限定的な市民であり，
全ての人々が市民として位置づけられたのでは
ない。
　宗教改革によって形成された，政治的判断力を
備えた限定的な市民と，現代の社会において育成
されなければならない市民（主権者）は，ほとん
ど同義である。異なっている点は，当時の市民は
統治者・統治機関に対して，直接，批判や政策判
断を行使していたことである。現代の主権者の多
くは実際の政治を行う主体となることはできず，
政策判断を行うこともない。選挙における投票行
動が，自らの政治的判断力を行使できる唯一の機
会である。自分たちの代表者を適切に選ばなけれ
ばならないという主権者としての自覚は，現代の
市民に欠如している部分であり，主権者教育にお
いて育成されなければならない。
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Ⅳ　授業構成の論理
１　内容構成
　「近代市民」概念の形成を「言語の統一」，「教
育環境の整備」，「経済活動の発展」という３つの
視点から捉える。その前提として，「近代市民」
と近代以前の市民の違いを明確にする。その際，
近代と近代以前を区別する出来事として，宗教改
革を取り上げる。宗教改革は，宗派対立の視点か
ら多く研究されてきており，世界史上における最
も重要な出来事の一つとして位置づけられてい
る。その一方，宗教改革による近代市民の誕生に
ついては，あまり議論されてきていない。
　そこで，宗教改革を「近代市民」概念形成の起
点として位置づけ，その背後にある「言語の統
一」，「教育環境の整備」，「経済活動の発展」とい
う３つの要因について考察を行う。
　本研究は，主権者教育としての世界史教育内容
開発研究の位置づけであるため，従来の歴史学習
に留まらず，現代を生きる高校生に主権者として
の自覚を促す授業内容を示す。歴史的に形成され
てきた市民の概念は，現代の私たちにも通じると
ころがあり， 人々がどのような過程で，政治的判
断力を行使する主体としての市民となっていった
のかを見ていく。
２　授業過程
　小単元「「近代市民」の誕生」は３時間構成で，
以下のような単元構成となっている。
パートⅠ：市民意識の希薄化の認識　　（１時間）
パートⅡ：歴史的に見る近代市民の形成過程
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１時間）
パートⅢ：宗教改革期における近代市民の誕生
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１時間）
　パートⅠでは，現代の社会において，市民意識
が希薄化してきている現状を認識する。主発問を
「現代の私たち（市民）に求められる能力とは，
どのような能力だろうか」とした上で，まず選挙
ポスターを見る。授業の導入部分として，一目で
選挙ポスターであることが分かるものを使用す
る。その後，現在の日本における国政選挙の投票
率を予想する。ここでは資料を提示しないが，日
本の投票率については，メディアなどの報道に
よって，ある程度の知識を有している生徒が多い
と思われる。投票率を予想した後，実際の衆議院
議員選挙および，参議院議員選挙の投票率の推移
を示したグラフを見る。グラフから日本の投票率
が，減少傾向にあることを読み取る。投票率の減
少が，市民意識の希薄化であるということを理解
しつつ，主権者が投票に行かない理由を考える。
ここでは，生徒の自由な意見を引き出すために，
ブレインストーミングの手法を取り入れる。自由
に意見を述べた後，平成26年衆院選および，平成
25年参院選への投票の「棄権理由」を示した資料
を見る。その資料から，多くの人々（主権者）が
選挙に関心を持っておらず，投票したい候補者や
政党が存在しないために，投票に行っていないと
いうことを読み取る。
　次に，1890年の第１回衆院選からの投票率を示
した資料を見る。戦前の投票率が高いことに注目
して，だんだんと投票率が減少してきていること
を読み取る。ただし，戦前と戦後では，選挙権が
付与される条件に違いがあったため，戦前の投票
率の高さを現在の投票率と比較して評価すること
は難しい。そのため，戦前と現代の主権者には，
どのような違いがあったのかを考える。男性普通
選挙であったことや，納税額によって選挙権が与
えられた者と与えられなかった者がいたというこ
とを理解する。その上で，「現代の私たち（市民）
に求められる能力とは，どのような能力だろうか」
と問い，選挙で代表者を適切に選ぶことであると
いうことを理解する。
　パートⅡでは，歴史的に形成された市民を見る
ために，まず教科書から「市民」という記述を探
す。いくつか見つけることができるが，「古代ギ
リシア市民」，「古代ローマ市民」，「ヨーロッパ中
世都市における市民」を代表的なものとして取り
上げる。次に，その「市民」という用語がどのよ
うな意味で使われているのかを調べる。そして，
「古代ギリシア」，「古代ローマ」，「ヨーロッパ中
世都市」のそれぞれについて，「どのような人々
が政治に参加することができたのだろうか」と発
問する。ここでは教科書と資料集を用いて，それ
ぞれの時代，場所において市民の性格が異なって
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いたことを理解する。それと同時に，市民が存在
できる基盤（社会構造）がどのようなものであっ
たのかを考える。市民の性格は，時代や場所で異
なっていても，市民を市民として支える基盤が
あったはずであり，それをブレインストーミング
の手法で自由に述べる。この発問に対する正答は
なく，次のパートⅢの学習内容の導入部分につな
げることを意識したものである。
　パートⅢでは，前時の最後に考えた，市民を支
える基盤が，宗教改革期のドイツに存在していた
のかどうかを考える。ここでは，ジグソー法の手
法を用いて，宗教改革期の社会の変化を理解する。
「出版環境の整備による言語の統一」，「学校の誕
生による市民への教育の普及」，「経済活動の発展」
に関する資料を読み，ジグソー法を展開する。３
種類の資料をグループ内で共有した後，各グルー
プで，その内容についてクラス全体に発表する。
グループによって，３つの資料のうち，どの資料
を重視したかなど，主張に差が生じることが予想
される。しかし，３つの資料の内容それぞれが近
代市民を形成した要因となっていることを理解し
た上で，その社会構造の変化が市民の内面にまで
影響を与えたことを読み取る。そして，宗教改革
期に市民を支える基盤が存在して，全ての人々が
市民となったのではないが，宗教改革を近代市民
誕生の契機として，位置づけることができるとい
うことを理解する。最後に，本単元の学習内容が，
現代の自分たちにどのように関わっているか，レ
ポートを書く。
３　学習方法
　本単元では，生徒の主体的な授業参加を求め，
グループ学習を中心に展開する。しかし，グルー
プ学習におけるデメリットとして，一部の生徒が
参加していなくてもグループ内の他のメンバーが
答えを導き出すことが可能という点が挙げられ
る。そこで，ブレインストーミングおよび，ジグ
ソー法の手法を取り入れることによって，生徒に
活発で自由な意見を述べさせ，協同的な学びを深
める。
　ブレインストーミングの手法を説明する際に，
「自由な発想」，「質より量」，「批判厳禁」，「連想」
という４つの原則９） を紹介して，どのような意見
であっても，主張することが重要であるというこ
とを生徒に伝える。
　また，ジグソー学習を取り入れることによって
全員参加型のグループ学習を試みる。田中一裕は，
ジグソー学習の特徴として「生徒全員が短い時間
であっても他の生徒に向かって発表をしなければ
ならないため，普段発表する機会の少ない消極的
な生徒も発表をおこなう機会を与えられる」こと
を挙げている。 10）ジグソー法について，以下に田中
が示したジグソー法による実践を筆者の授業実践
に即して示す。
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ジグソー法の実践 11）
活　　　動　　　内　　　容活　　動　　名
○宗教改革期における社会構造の変化を示した３種類の資料（言語，教育，経
済活動）から１つを選択し，資料の内容を要約する。
○同じ資料を選んだ者同士で３人１グループを作り，内容について話し合
い，深める。
エキスパート活動１
○新しいグループを，それぞれの資料を読んだ人が揃うように作る。
○エキスパート活動で担当した資料について，生徒各自がグループ内で発表
を行う。
○発表を参考に，３つの資料をまとめる。
ジグソー学習２
○各グループで，まとめた内容をクラス全体で発表する。発　表３
○３つの資料から導き出された社会構造の変化が，市民の内面に変化を引き
起こし，近代市民概念を形成したことを理解する。
まとめ４
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予想される生徒の反応資　 料教授・学習活動教師の指示・発問・説明
選挙ポスター。
若者の投票率が低い。
投票率は50％くらい。
投票率が，だんだん減少
してきている。
平成に入るまでは，約70％
の投票率が続いていた。
面倒くさいから。
仕事があるから。
選挙に行っても何も変わ
らないから。
適当な候補者がいないか
ら。
１
２
３
４
Ｔ．選挙ポスターを
提示する。
Ｓ．選挙ポスターを
見る。
Ｔ．発問する。
Ｓ．予想する。
Ｔ．資料を提示して，
発問する。
Ｓ．資料をもとに，
読み取る。
Ｔ．ブレインストー
ミングの手法を
紹介して，発問
する。
Ｓ．ブレインストー
ミングを行う。
提示したポスターは，何のポス
ターだろうか，考えてみよう。
現在の日本における国政選挙の
投票率は，どのくらいだろうか，
予想してみよう。
日本の衆議院議員選挙，参議院
議員選挙における投票率の変化
を，グラフから読み取ろう。
投票に行かない理由を，自由に
挙げてみよう。
Ⅰ
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Ⅴ　小単元「「近代市民」の誕生」の授業計画書（試案）
１　小単元名「「近代市民」の誕生」
２　対象教科・分野
　　高等学校地理歴史科世界史分野　高等学校学習指導要領地理歴史編　世界史Ｂ
　　内容諸地域世界の結合と変容　「イ　ヨーロッパの拡大と大西洋世界」
３　単元の目標
　　能力目標
①　「近代市民」概念の形成について，ブレインストーミングやジグソー法を用いた学習方法によっ
て，他者と協同的な学びを通じて，主体的に構成していくことができる。
②　自らの意見を述べ，宗教改革を「近代市民」概念の形成時期と位置づけることができる。
　　知識目標
　　「近代市民」概念について，近代以前の市民概念と比較・検討した上で，「近代市民」の形成要因
を，社会構造の変化と市民の意識の変化の両面から考察することができる。
４　授業計画
　※◎は各パートのＭＱを表す。
　※宗教改革に関する基本的な知識，概念は既習事項として考える。
　《教科書》　佐藤次高・木村靖二・岸本美緒他『詳説世界史　改訂版』山川出版社，2008年
　《資料集》　木村靖二・岸本美緒・小松久男他『詳説世界史図録　第２版』山川出版社，2017年
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予想される生徒の反応資　 料教授・学習活動教師の指示・発問・説明
分からない。
特に問題はないと思う。
戦前の投票率は，ほとん
ど80％を超えている。
戦後，投票率の減少が進ん
でいる。
投票率が，90％を超えて
いるときもあった。
男性にのみ選挙権が与え
られていた。
納税額によって，区別さ
れていた。
選挙で，代表者を適切に
選ぶこと。
５
６
Ｔ．発問する。
Ｓ．答える。
Ｔ．発問する。
Ｓ．資料をもとに，
答える。
Ｔ．発問する。
Ｓ．答える。
Ｔ．発問する。
Ｓ． 動画を見た上で，
答える。
投票率が低いと，何が問題なの
だろうか，考えてみよう。
日本の昔の選挙（1890年の第１
回衆議院議員選挙から）の投票
率は，どのくらいだろうか，考
えてみよう。
今と昔で，選挙権が与えられて
いる人々にはどのような違いが
あったのだろうか。
◎現代の私たち（市民）に求めら
れる能力とは，どのような能力
だろうか，考えてみよう。
古代ギリシア市民。
古代ローマ市民。
ヨーロッパ中世都市にお
ける市民。
奴隷ではない人が市民で
あった。
市民権を付与された人が
市民であった。
市民は，都市の周囲を城
壁で囲み，封建的束縛か
ら逃れて自由を手にした。
古代ギリシアでは，自費で
武具を調達し，ポリスの
防衛を担った市民が，民
主政治の中心的存在と
なった。
教科書
教科書
教科書
資料集19
頁「ギリ
シア世界
①」
Ｔ．発問する。
Ｓ．教科書から「市
民」という用語
を探す。
Ｔ．発問する。
Ｓ．教科書を見て，
答える。
Ｔ． 論題を提示する。
Ｔ．発問する。
Ｓ．教科書，資料集
から読み取って
答える。
これまでの学習内容で，「市民」
という用語を，教科書から探し
てみよう。
どのような意味で「市民」とい
う用語が使われているか，教科
書で調べてみよう。
教科書の中で，具体的に「市民」
という用語が出てきた時代，場
所について，その社会構造を見
てみよう。
古代ギリシアにおける社会で
は，どのような人々が政治に参
加することができたのだろう
か，考えてみよう。
Ⅱ
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予想される生徒の反応資　 料教授・学習活動教師の指示・発問・説明
古代ローマ帝国では，重
装歩兵として国防を担っ
た市民が政治の中心と
なったが，古代ギリシア
と異なり，貧富の区別な
く，市民が政治に参加する
ことができた。
商人や手工業者がギルド
を形成して，市政に参加
できるだけの地位を獲得
していった。
身分（貴族・市民・奴隷）
がはっきりと分かれてい
ること。
自由な商業活動が行われ
ていること。
都市が経済的に成長して
いること。
政治的な支配（統治）体制
が整っていること。
教科書
資料集22
頁「ローマ
世界①」
教科書
資料集83
頁「西ヨー
ロッパ中
世世界の
変容①」
資料集
19頁
22頁
83頁
Ｔ．発問する。
Ｓ．教科書，資料集
から読み取って
答える。
Ｔ．発問する。
Ｓ．教科書，資料集
から読み取って
答える。
Ｔ．ブレインストー
ミングの手法を
紹介して，発問
する。
Ｓ．ブレインストー
ミングを行う。
古代ローマ帝国における社会で
は，どのような人々が政治に参
加することができたのだろう
か，考えてみよう。
中世ヨーロッパにおける社会で
は，どのような人々が政治に参
加することができたのだろう
か，考えてみよう。
◎市民が存在できる基盤（社会構
造）には，どのようなもの（条
件）が挙げられるか，考えてみ
よう。
分からない。
（前時に学習した）市民が
存在できる基盤があった
ならば，市民は存在してい
た。
７
８
９
Ｔ．発問する。
Ｓ． （前時の学習内
容を踏まえて）
答える。
Ｔ．ジグソー法の手
法を説明する。
Ｔ．資料を配布して，
指示する。
Ｓ．資料を読む。
宗教改革期のドイツに「市民」
は存在していたのだろうか。
ジグソー法を取り入れて，宗教
改革前後の社会の変化に関する
資料を読もう。
１グループ３人で構成して，資
料の種類ごとにグループを分け
て，資料を読む。
Ⅲ
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予想される生徒の反応資　 料教授・学習活動教師の指示・発問・説明
活版印刷術の発明によっ
て，書物が流布した。
学校の誕生によって，市
民にも教育が行われた。
遠隔地貿易が盛んに行わ
れ，商業圏の拡大が図ら
れた。
出版環境の整備や学校の
誕生，商業の発展を後押
ししたのは，市民の内面の
変化である。
近代市民は，統治者・統治
機関に対して，政治的判
断力を行使する主体であ
り，社会の形成者となって
いた点が，特徴的である。
７
８
９
７
８
９
７
８
９
Ｔ．指示する。
Ｓ．資料の内容を，
自分の言葉でグ
ループメンバー
に説明する。
Ｔ．発問する。
Ｓ．資料をもとに，
ブレインストー
ミングを行う。
Ｔ．発問する
Ｓ．答える。
Ｔ．指示する。
Ｓ． レポートを書く。
自分が担当した資料について，
グループ内で共有しよう。１人
ずつ発表して，３人全員が発表す
る。
３種類の資料から読み取ること
のできた社会構造の変化は，な
ぜ起こったのだろうか。
◎３種類の資料から，「近代市民」
概念を形成した要因は何である
か，考えよう。
今回の「近代市民」概念形成に
関する歴史学習の内容は，現代
を生きるあなたたちに，どのよ
うな関係があると思うか，レ
ポートを書こう。
【資料】
１　岡山県ホームページ「平成29年度明るい選挙ポスターコンクール　委員長賞受賞作品」
　　htp:/www.pref.okayama.jp/uploaded/life/558334_4478623_misc.pdf
２　総務省「国政選挙における投票率の推移」
　　htp:/www.soumu.go.jp/senkyo/senkyo_s/news/sonota/ritu/index.html
３　総務省『目で見る投票率』「平成26年衆議院議員総選挙における意識調査」，p.26
　　htp:/www.soumu.go.jp/main_content/000365958.pdf
４　総務省『目で見る投票率』「平成25年参議院議員通常選挙における意識調査」，p.28
　　htp:/www.soumu.go.jp/main_content/000365958.pdf
５　帝国書院　統計資料　歴史統計「衆議院議員総選挙の定数，立候補者数，選挙当日有権者数，投票者数お
よび投票率」htps:/www.teikokushoin.co.jp/statistics/history_civics/index07.html
６　公共財団法人　明るい選挙推進協会（動画資料）htp:/www.akaruisenkyo.or.jp/100movie/
７　山本義隆『十六世紀文化革命２』みすず書房，2007年，pp.588-596
８　勝山吉章 編『西洋の教育の歴史を知る』あいり出版，2011年，pp.29-32
９　森山裕一『ドイツの歴史を知るための50章』明石書店，pp.103-105 
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Ⅵ　成果と課題
　本研究では，主権者教育としての世界史教育内
容開発研究の一環として，近代市民概念の形成を
子どもたちに育成する授業開発を行った。
　本研究の成果は，以下の２点が挙げられる。第
１に，主権者教育を取り上げた実践の多くが，意
思決定学習によるものである中，概念形成の視点
から授業開発を行ったことである。主権者教育の
中核を担うのは，意思決定学習であるが，本来，
その前提として概念形成の授業が行われなければ
ならない。本研究では，近代市民を「16世紀のド
イツ宗教改革によって現れた，それまでの被支配
階級としての人々ではなく，自らが政治的判断力
を行使する主体となって，市民としての自覚を持
つようになった人々」と定義して，近代市民概念
形成の授業開発を行った。第２に，歴史学習にお
いて，主権者教育の授業開発を行ったことであ
る。主権者教育は，多くの場合，公民科で果たさ
れるが，歴史的な市民概念の形成過程を見ること
によって，現代社会を生きる高校生に市民概念を
形成する授業を開発することができた。公民科で
取り扱うことのない宗教改革を中核として，また
ジグソー法を取り入れ，生徒相互の協同的な学習
を提案することができた。
　本研究の課題は，以下の２点が挙げられる。第
１に，本論文において開発した単元について，授
業実践を行うことができなかったことである。授
業実践を経て，生徒による評価を踏まえた上で，
改善しなければならない点も顕在化してくると考
えられる。第２に，本論文において，宗教改革を
契機として現れた市民を近代市民と定義したが，
市民概念の定義は一様ではない。多様な市民が存
在する中で，市民概念についても様々な視点から
定義が可能である。
【註】
1） 梅津正美「政策批判能力をもった「反省的な市民」の
育成」『教育科学社会科教育　主権者教育－政治と公共を
考える授業デザイン ６月号』明治図書，2016年，p.48
2） 小玉重夫『シティズンシップの教育思想』白澤社，2003
年，p.116
3）  西村公孝『社会形成力育成カリキュラムの研究―社会
科・公民科における小中高一貫の政治学習』東信堂，2014
年，p.42
4） 梅津正美「歴史的分野における主権者教育の視点から
考える世界史授業の展開」『中学校社会科のしおり』帝国
書院，2017年，pp.32-35
5） 原田智仁「歴史的エンパシーに着目した参加型学習を」
『教育科学社会科教育　主権者教育－政治と公共を考え
る授業デザイン ６月号』明治図書，2016年，p.37
6） 加野芳正，葛城浩一『高等教育における市民的責任感
の育成』広島大学高等教育研究開発センター，2014年，
p.3
7） 山本義隆『十六世紀文化革命２』みすず書房，2007年，
p.590
8） R．W．スクリブナー 他　森田安一 訳『ドイツ宗教改
革』岩波書店，2009年，p.35
9） 参加型学習教材研究会 編「主権者教育のための参加型
学習教材集」2017年，p.7
10）田中一裕「18歳選挙権によって高校地歴科・公民科は
どうかわるか」日本社会科教育学会編『社会科教育の今
を問い，未来を拓く』東洋館出版社，2016年，p.112
11）田中一裕　前掲書，pp.106-107
